
森
林
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

組
合
間
の
多
様
な
連
携
手
法
の
導
入

一

事
業
譲
渡

森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
連
合
会
（
以
下
「
組
合
等
」
と
い
う
。
）
が
販
売
事
業
、
購
買
事
業
等
の
一
部
の
譲
渡
を

（一）
す
る
に
は
総
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
七
条
関
係
）

組
合
等
が
事
業
の
全
部
の
譲
渡
又
は
販
売
事
業
、
購
買
事
業
等
の
全
部
の
譲
渡
を
す
る
に
は
総
会
の
特
別
決
議
を
経

（二）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
三
条
及
び
第
百
九
条
第
三
項
関
係
）

二

森
林
組
合
が
行
う
吸
収
分
割

森
林
組
合
は
、
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
分
割
し
て
他
の
組
合
等
に
承
継
さ
せ
る

（一）
こ
と
（
以
下
「
吸
収
分
割
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
吸
収
分
割
を
す
る
森
林
組

合
（
以
下
「
吸
収
分
割
組
合
」
と
い
う
。
）
と
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
吸
収

分
割
組
合
か
ら
承
継
す
る
組
合
等
（
以
下
「
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
」
と
い
う
。
）
と
は
、
吸
収
分
割
契
約
を
締
結
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
関
係
）



吸
収
分
割
組
合
及
び
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
そ

（二）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
二
第
二
項
関
係
）

吸
収
分
割
契
約
に
は
、
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
が
吸
収
分
割
組
合
か
ら
承
継
す
る
資
産
、
債
務
、
雇
用
契
約
そ
の
他

（三）
の
権
利
義
務
に
関
す
る
事
項
、
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
が
吸
収
分
割
に
際
し
て
吸
収
分
割
組
合
に
対
し
て
交
付
す
る
出

資
の
口
数
等
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
関
係
）

吸
収
分
割
は
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（四）

（
第
八
十
八
条
の
三
第
二
項
関
係
）

吸
収
分
割
組
合
が
吸
収
分
割
に
よ
っ
て
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
に
承
継
さ
せ
る
資
産
の
帳
簿
価
額
の
合
計
額
が
吸
収

（五）
分
割
組
合
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
の
額
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
総
会
に
代
え
て
理
事
会
の
決

議
に
よ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
四
第
一
項
関
係
）

吸
収
分
割
承
継
組
合
等
が
吸
収
分
割
に
際
し
て
吸
収
分
割
組
合
に
対
し
て
交
付
す
る
額
が
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
の

（六）
最
終
の
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
の
額
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
総
会
に
代
え
て
理
事
会
の
決
議
に
よ
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
四
第
二
項
関
係
）



吸
収
分
割
組
合
及
び
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
に
お
け
る
債
権
者
の
異
議
申
立
手
続
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（七）

（
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
関
係
）

吸
収
分
割
承
継
組
合
等
は
、
吸
収
分
割
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
に
、
吸
収
分
割
契
約
の
定
め
に
従
い
、
吸
収
分
割

（八）
組
合
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
六
第
一
項
関
係
）

吸
収
分
割
組
合
の
債
権
者
で
あ
っ
て
、
吸
収
分
割
を
す
る
旨
等
に
つ
い
て
各
別
の
催
告
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
は
、

（九）
吸
収
分
割
契
約
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
吸
収
分
割
組
合
及
び
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

吸
収
分
割
組
合
又
は
そ
の
組
合
員
は
、
吸
収
分
割
が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
日
に
、
吸
収
分
割
契
約
の
定
め
に
従
い
、

（十）
吸
収
分
割
承
継
組
合
等
の
会
員
又
は
組
合
員
と
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
六
第
四
項
関
係
）

吸
収
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
に
関
し
て
は
、
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
二
年
法
律
第
百
三
号
）
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
七
関
係
）

吸
収
分
割
の
無
効
は
、
吸
収
分
割
の
効
力
が
生
じ
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
っ
て
の
み
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
八
関
係
）



三

森
林
組
合
連
合
会
が
行
う
吸
収
分
割

森
林
組
合
連
合
会
は
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
分
割
し
て
他
の
森
林
組
合
連
合
会
に

承
継
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
続
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
四
か
ら
第
百
八
条
の
十
一
ま
で
関
係
）

四

新
設
分
割

二
以
上
の
組
合
等
は
、
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
分
割
に
よ
り
設
立
す
る
森
林
組

（一）
合
連
合
会
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
（
以
下
「
新
設
分
割
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

新
設
分
割
を
す
る
組
合
等
（
以
下
「
新
設
分
割
組
合
等
」
と
い
う
。
）
は
、
共
同
し
て
新
設
分
割
計
画
を
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
二
第
一
項
関
係
）

新
設
分
割
組
合
等
は
、
新
設
分
割
計
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

（二）
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
二
第
二
項
関
係
）

新
設
分
割
計
画
に
は
、
新
設
分
割
に
よ
っ
て
設
立
す
る
森
林
組
合
連
合
会
（
以
下
「
新
設
分
割
設
立
連
合
会
」
と
い

（三）
う
。
）
の
定
款
記
載
事
項
、
新
設
分
割
設
立
連
合
会
が
新
設
分
割
組
合
等
か
ら
承
継
す
る
資
産
、
債
務
、
雇
用
契
約
そ



の
他
の
権
利
義
務
に
関
す
る
事
項
、
新
設
分
割
組
合
等
が
新
設
分
割
に
際
し
て
取
得
す
る
新
設
分
割
設
立
連
合
会
に
対

す
る
出
資
の
口
数
等
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
三
第
一
項
関
係
）

新
設
分
割
は
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（四）

（
第
百
八
条
の
十
三
第
二
項
関
係
）

新
設
分
割
組
合
等
が
新
設
分
割
に
よ
っ
て
新
設
分
割
設
立
連
合
会
に
承
継
さ
せ
る
資
産
の
帳
簿
価
額
の
合
計
額
が
新

（五）
設
分
割
組
合
等
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
の
額
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
総
会
に
代
え
て
理
事
会

の
決
議
に
よ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
四
関
係
）

新
設
分
割
組
合
等
及
び
新
設
分
割
設
立
連
合
会
に
お
け
る
債
権
者
の
異
議
申
立
手
続
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（六）

（
第
百
八
条
の
十
五
関
係
）

新
設
分
割
設
立
連
合
会
は
、
そ
の
成
立
の
日
に
、
新
設
分
割
計
画
の
定
め
に
従
い
、
新
設
分
割
組
合
等
の
権
利
義
務

（七）
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
六
第
一
項
関
係
）

新
設
分
割
組
合
等
の
債
権
者
で
あ
っ
て
、
新
設
分
割
を
す
る
旨
等
に
つ
い
て
各
別
の
催
告
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
は

（八）
、
新
設
分
割
計
画
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
分
割
組
合
等
及
び
新
設
分
割
設
立
連
合
会
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を



請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

新
設
分
割
組
合
等
は
、
新
設
分
割
設
立
連
合
会
の
成
立
の
日
に
、
新
設
分
割
計
画
の
定
め
に
従
い
、
新
設
分
割
設
立

（九）
連
合
会
の
会
員
と
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
六
第
四
項
関
係
）

新
設
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
に
関
し
て
は
、
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
を
準
用

（十）
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
七
関
係
）

新
設
分
割
の
無
効
は
、
新
設
分
割
の
効
力
が
生
じ
た
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
っ
て
の
み
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
こ
と
。

（
第
百
八
条
の
十
八
関
係
）

第
二

正
組
合
員
資
格
の
拡
大

森
林
所
有
者
で
あ
る
個
人
の
推
定
相
続
人
で
あ
っ
て
、
当
該
個
人
が
所
有
し
て
い
る
森
林
に
つ
い
て
そ
の
委
託
を
受
け

て
森
林
の
経
営
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
当
該
個
人
が
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
正
組

合
員
と
な
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
関
係
）

第
三

事
業
の
執
行
体
制
の
強
化

一

組
合
員
又
は
所
属
員
の
生
産
す
る
林
産
物
そ
の
他
の
物
資
の
販
売
事
業
を
行
う
組
合
等
に
あ
っ
て
は
、
理
事
の
う
ち
一



人
以
上
は
、
林
産
物
の
販
売
若
し
く
は
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
法
人
の
経
営
に
関
し
実
践
的

な
能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
四
条
第
十
項
及
び
第
百
九
条
第
三
項
関
係
）

二

組
合
等
は
、
そ
の
理
事
の
年
齢
及
び
性
別
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
四
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
百
九
条
第
三
項
関
係
）

三

組
合
等
が
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
つ
つ
、
林
業
所
得
の

増
大
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）

第
四

そ
の
他

一

専
用
契
約
（
組
合
員
が
当
該
組
合
の
事
業
の
一
部
を
専
ら
利
用
す
べ
き
旨
の
契
約
を
い
う
。
）
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
廃
止
す
る
こ
と
。

（
旧
第
三
十
四
条
及
び
旧
第
百
十
六
条
関
係
）

二

組
合
等
の
行
う
事
業
と
実
質
的
に
競
争
関
係
に
あ
る
事
業
を
営
む
者
が
当
該
組
合
等
の
理
事
等
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
廃
止
す
る
こ
と
。

（
旧
第
五
十
七
条
及
び
旧
第
百
六
条
関
係
）

三

出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
、
合
併
等
に
お
け
る
債
権
者
の
異
議
申
立
手
続
に
お
い
て
、
議
決
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
つ
い
て
不
要
と
す
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず



る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
四
条
第
四
項
等
関
係
）

第
五

附
則
等

一

こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
組
合
等
に
つ
い
て
は
、
第
三
の
一
及
び
二
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
以
後
最
初
に
招
集
さ
れ
る
通
常
総
会
の
終
了
の
時
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。

（
附
則
第
三
条
関
係
）

三

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
七
条
関
係
）

四

罰
則
規
定
の
整
備
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。


